
教職員研究グループ活動状況報告書

兵庫県立姫路特別支援学校代 表 者の 所

属・職・氏名 教諭 竹中 正彦

研究グループ名

（特別支援教育研究会）

研究テーマ分類番号（ ９ ）

（１）研究テーマ

日頃の教育実践の内容を教師が互いに共有し、スキルアップを図るための取り組み 
（２）研究経過及び具体的な取り組み

教師の実践内容の共有及び実践力を高めるために、以下のような取り組みを行った。

①１９名の教師が日頃の教育実践をポスター発表形式で発表し、参加者との質疑応答や意

見交換を通して情報を共有し、実践内容を互いに参考にする。

②外部より知的障害・発達障害の療育や支援の専門家を招き、教師による実践発表に対し

て助言をしてもらう。

③実践発表の内容をふまえて、講師に特別支援教育にかかわる講演をいただく。

・６月下旬 研究グループのメンバーと実践発表者による打ち合わせ

（発表時間や発表形態、内容等について）

※事前に実践発表者募集

・７月中旬 研究グループのメンバーと実践発表者による打ち合わせ

（発表原稿について）

・８月中旬 発表原稿締め切り 
・８月下旬 ポスター発表形式による実践発表会および講演会

実践発表者１９名 参加者約１００名

講演会講師：ＮＰＯ自閉症支援事業所 代表

・９月中旬 実践発表会及び講演会の参加者に対するアンケート実施

・９月下旬 アンケート集計および主な結果

アンケート回答者 発表者１７名 参加者７２名

「参加して良かった」 １００％ ９５．８％ 
「実践に役立ちそう」 ８８．２％ ８８．９％ 
「継続開催を希望する」 １００％ ８８．９％ 
「交流・共有ができた」 ９４．１％ 

・１１月上旬 研究グループで結果を報告

・１月以降 アンケート結果を詳しく分析する予定


